
【本時の目標】

合同な三角形をかくのに、すべての構成要素を調べる必要がないことを理

解し、合同な三角形のかき方を考えることができる。

【本時では？】

既習の三角形の作図を想起させながら、合同な三角形のかき方を作図していく

過程で合同な三角形が決まる条件について整理させ、全ての構成要素を用いなく

ても、三角形が一つに決まることに気付かせる。

各ブロックで話し合われたこと

リフレクション

これまで学習してきた作図などを全員で確認した後、模擬授業を通して、ねらいにせまることができるのかを話
し合い、各ブロックに分かれ、代案を考えました。
【代案例】
・導入では、合同な三角形をかく際の構成要素（辺、角）を確認し、頂点Ａをおさえてはどうか。
・課題は、「できるだけ少ない条件で合同な三角形ＡＢＣをかく方法を考えよう。」にしてはどうか。
・まとめは、「①、②、③が決まれば点Ａが決まる。」にしてはどうか。（①、②、③は３通りのかき方）
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○三角形をかくということは、三点を決めるということ。
○学びの積み上げの結果として、様々な要素が絡み合って、第５学年での「合同」
の学習へ入る。第２学年では「長方形」「正方形」「直角三角形」、第３学年では・・・
というように、各学年の学習内容の系統を踏まえ、第５学年では「合同」をど
う見直していくのか、既習との差異を考えていく。各学年で学ぶこととの違い
は何かを考えて指導する。

指導主事からの助言
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ブロック協議内容
・本時の目標の吟味
・授業ゴールと本時の課題の対応のさせ方
・既習の三角形のかき方を捉え直すための工夫
・思考の節約を意識させる指導
・合同な図形の単元の意味

Ｍ教諭による協議途中の板書


